	実感が湧く救出訓練

	　従来行っていた唐橋学区自主防災会の総合防災訓練の救出訓練では，「倒壊家屋の廃材が軽く，使用するジャッキの取扱いでは実感が湧かない・・」と言う声が多く聞かれました。

この声を受け，平成１９年度からの総合防災訓練では，重量のある廃材を活用して倒壊家屋を作製し，使用しました。

訓練参加者の学区民の方々から「これなら実感が湧く。」，「臨場感がある。」など，多くの体験意見が出されました。
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	　取組のポイントと効果
●　訓練のための訓練にならないよう，より現実的な訓練の実施に努めています。
●　少しの工夫で「訓練に臨場感」が生まれ，震災訓練に取り組んだ学区民の皆さんには，自信が生まれています。
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